第4章 　配列

配列（array）は、変数を並べて一くくりにして名前を付けたもので、繰り返し計算に便利なデータ構造です。

４－１　配列の分類

先ず、配列の構造による分類を覚えておきましょう。Excelで横１行しかない場合、これが１次元配列です。Excelの１枚シート、これが２次元配列です。シートが複数重なったもの、これが３次元配列です。配列には名前を付け、配列内の要素（１つのマス）はインデックス（Javaでは添え字と呼ばれるが、機能的には場所を指すポインタと呼んだ方がよい）で指し示されます。

（1） １次元配列

右図は配列名hairetu（配列名も変数名と同じで自分の覚えやすい名前を付ける）、配列要素（数値の入るマス）数３の１次元配列です。

この配列を宣言して、ついでに右のように初期値を

入れる（代入するという）には次のようにする。

int  hairetu[]={6,4,7};

（2） ２次元配列

下図はＥＸＣＥＬの表の一部です、２次元配列は、この表のイメージです。これは３×４の２次元配列です。EXCELではセル（マス）を（３．Ａ）なんて指定します（３．Ａは９）。しかしJavaでは下図の縦1,2,3,を０，１，２と指定し、横A,B,C,Dも０，１，２，３と指定します。ですから、もし、下の２次元配列名をhairetu2とすると、hairetu2[2][0]の値が９になります。要素位置指定は“縦”“横”の順ですので注意してください。この２次元配列を宣言し下のように初期値をセットするには次のようにします。

int  hairetu2[ ][ ]={{5,8,7,6},{4,1,2,12},{9,3,10,11}};
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（3） ３次元配列

下図はEXECLの表です。図の下の方にSheet1,Sheet2,Sheet3とシートが重なっているので、今度はシート番号も指定できます。これが３次元配列です。セル（Sheet1．３．Ａ）の数値は９です。JavaではSheat1を０、Sheat2を１、Sheat2を３と指定しますので、Sheat1の３．Bは、hairetu3[0][2][1]となります。位置指定が“奥行き（Sheat）”、“縦”、“横”、の順ですので間違いなきよう。
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４－２　配列の操作

配列は繰り返し計算と大変相性がよく、ほとんどのプログラムの中核になっています。配列と繰り返しの合体の基本は、“配列(下図ではh1)の要素を指すポインタ”を変数(下図ではi)にすると共に、この変数をfor文の繰り返し制御変数にすることにより実現されます。次の例は、その代表で、配列の全要素に０を代入する方法です。


配列操作の基本形は、いくつもありません。ほとんどのプログラムは、この基本形の組み合わせで作成できます。

配列操作の基本形を並べますので、マスターしておきましょう。

（1） 配列要素に数値を代入する

２×３の、２次元配列h2の要素に i の数値を代入するの場合（右図は実行結果）


（2） 列要素すべてを出力するするには


（3） 配列要素の総和を求める


（4） 配列要素の最大値（最小値）を求める

（最大値を求める時の常套手段）：“仮の最大値”を入れる変数を用意し、最初小さな値を入れておく。“仮の最大値”と配列要素と比較し、仮の最大値より大きな要素があれば、“仮の最大値”に配列要素を書き込む。


（5） 配列要素を（横方向、または縦方向に）シフトする

左シフト（右端は、元のままの数値が残る）


右シフト（左シフトのようにiを変えられないのは何故か考えてみよう）


（6） 配列要素同士の演算

h2の各列において、第０行目と第１行目の積を第１行目に代入する


（7） 配列の入れ替え（スワップ）

h2の第０行目と第１行目を入れ替える。


演習問題：

（アプリケーション）

（1） 配列aの最大値と、最大値が入っている要素番号

（行番号、列番号）を出力せよ。

（２）配列ｂの中身を、左右逆にして配列eに入れよ。 

（for文を使うこと）

（３）配列ｃとｄの対応する要素を掛け、結果をeに書け。

（４）配列ｃとｄの対応する要素を比較し、大きい方の

数値を、対応するeの要素に代入せよ。

（５）配列ｂの中身を右シフトし、右端からはみ出した

数値は左端に代入せよ。

（６）キーボードから数値を１つ入力する。配列aの中で、入力された値と同じ値を持つ要素番号（ｘ、ｙ）を出力せよ。


（アニメーション）

（７）配列ｆの各行を、点のｘ、ｙ座標と考え、５点を

中心とする５つの円（直径20）を描け。

（８）配列ｆの各行を、点のｘ、ｙ座標と考え、上から

５点（５行）を一筆書きで描け。

（９）最初座標（100,100）に円を描く。キーボード

から数値を入力し、その数値分だけ円を左右に移動させよ。

入力された値が正なら右、負なら左とする。移動をfor文で繰り返し行えるようにせよ。
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for(i=0; i<3; i++){


   h1[i]=0:
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for(i=0; i<2; i++){


   for(j=0; j<3; j++){


      h2[i][j]= i;


   }


}





配列h2





h1の要素の数値を“ , ”で区切って出力する


for(i=0; i<4; i++){


   System.out.print(h1[i]);


   System.out.print(“,”);


}








h2の要素の数値を“ , ”で区切り、配列通り２段に出力する


for(i=0; i<2; i++){


for(j=0; j<3; j++){


System.out.print(h2[i][j]);


System.out.print(“,”);


  }


  System.out.println();


}








改行





h2の最大値を求める


karimax= 0;


for(i=0; i<2; i++){


for(j=0; j<3; j++){


if(karimax< h2[i][j]){


karimax= h2[i][j];


        }


    }


}








h2の要素の総和を求める


sowa= 0;


for(i=0; i<2; i++){


for(j=0; j<3; j++){


sowa= sowa + h2[i][j];


  }


}








h1の要素の総和を求める


sowa=0;


for(i=0; i<4; i++){


   sowa= sowa + h1[i];


}








h1の最大値を求める


karimax=0;


for(i=0; i<4; i++){


   if(karimax< h1[i]){


      karimax= h1[i];


   }


}








h2の要素を左シフト


sowa= 0;


for(i=0; i<2; i++){


for(j=0; j<2; j++){


h2[i][j]= h2[i][j+1];


  }


}








h1の要素を左シフト


sowa=0;


for(i=0; i<3; i++){


   h1[i]=  h1[i+1];


}








h2の要素を右シフト


sowa= 0;


for(i=0; i<2; i++){


for(j=0; j<3; j++){


h2[i][3-j]= h2[i][2-j];


  }


}








h1の要素を右シフト


sowa=0;


for(i=0; i<3; i++){


   h1[3-i]=  h1[2-i];


}
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for(i=0; i<3; i++){


   h2[1][i]= h2[0][i] * h2[1][i];


}





for(i=0; i<3; i++){


   buf=h2[0][i];


   h2[0][i]= h2[1][i];


   h2[0][i]= buff;


}





Step1:データ退避











Step2:データ移動





Step3:データ復元





バッファ変数
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